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　舶用炉 の 横揺れ 時 自然循環特性 は、自然循環駆動

力 に加え て横揺れ 運動に よ る加速度変動が 作用す る

た め 、非常 に 複雑 な も の とな る。本研究で は、舶用

炉の横揺れ時自然循環特性及 び炉心部熱伝達 を明 ら

か に す る ため、舶用炉を模擬 した実験装置 を用 い て、

2 種類の 分離効果試験 （定傾斜自然循環実験、非加熱

横揺れ実験）を実施 した後、ヒーター出力、動揺周期、

横揺れ振幅を変化させ た横揺れ 自然循環実験 を実施

した 。 その 結果 、 横揺れ 自然循環に お け るホ ッ トレ グ、

コ
ール ドレ グ流量は横揺れ角に対応して周期的 に変動

し、流量変動の 振幅は動揺周期が 短 くな る につ れて増

大 し、横揺れ角 に対する位相遅れも増加する こ とが 明

らかとなっ た。一
方、炉心流量 は時間的に変動しな い

が 、その 値 は動揺周期、ヒ
ー

タ
ー

出力、動揺振幅に よ

っ て 変化す る こ と、その 変化 は 動揺 の レ イ ノ ル ズ数、

レ イリー数 に よっ て 整理 で きるこ とが 分か っ た 。 また 、

一
次元解析 モ デル に よる計算結果 と実験結果 との 比較

に よ り、炉心流量 の変化 は 横揺れ運動 に よる加速度変

動 に よっ て 直接生ず るの で は なく、 横揺れ の 加速度に

よ っ て 自然循環駆動力 とル
ープの

一
巡圧力損失が変化

する こ とに より間接的 に起 こ るこ とが 明らか とな っ た 。

　一
方、正立時 の 炉心部 の 熱伝達 は、本研究と類似

の 体 系 で 自然 、強制 、複 合対 流実験 を実施 し た

E1−Genk らの 結果 と比較 した とこ ろ、彼 らの 自然対

流 の 熱伝達整理式 とよく
一

致する こ とが 明 らか とな

っ た。また、本実験 の 範囲で は 定傾斜 の 影響は殆ど

な い こ とが 分か っ た。さらに 、炉心部 の 熱伝達 は 横

揺れ に よっ て 促進 され る こ と、その 変化 は 動揺 の レ

イ ノ ル ズ数 と グ ラ ス ホ フ 数 の 比 で あ る 動揺 の リチ

ャ
ー

ドソ ン 数 に よ っ て 整理 さ れ 、 次の 3つ の領域に

分類 され る こ とが 明 ら か と な っ た。すな わ ち、

（1）動揺の リチ ャ
ード ソ ン 数 が O．3 よ り小 さ い 場 合 に

は熱伝達 は 横揺れ運動 の み に支配 さ れ、（2）動揺の リ

チ ャ
ー

ドソ ン 数が 0．3か ら2 まで の 領域 で は 熱伝達 は

横揺れ運動 と 自然対流 の 双方 に 支配 され、（3）動揺 の

リチ ャ
ードソ ン 数が 2 より大きい 場合 に は 熱伝達 は

自然対流 の み に 支配 さ れ る。
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　日本近海 は、油タ ン カーの輻輳海域 で あ り、そ の

上 に 冬季 は 季節風 に よ る、ま た夏季か ら秋季に は 台

風に よ る厳し い 気象 ・海象 が 出現す る。こ う した 条

件の下で 、ロ シ ア籍油タ ン カ
ー 「ナホ トカ号 」 の 海

難 の よ うな 大規模な油流出事故 が 再 び発生す る可能

性 は 十分 に あ る 。
こ の よ うな油タン カ ー等 の 海難 が

発生 した場合、流出油の拡散に よ る広域海岸汚染な

どの 危険性 が あ る。した が っ て、速 や か に流出油 を

回収 して 拡散を防 ぐこ とが重要で あ る 。 本論は、波

浪中 の 海面に浮遊す る流出油を効率よ く集 め て、波

浪低減 の 処置を施 した 油捕捉水面 （ム ー
ン プール）

に 取 入 れ、機械的な回収装置を用 い て 直接回収す る

方式 にっ い て、模型実験 に より効果的方式を見出す

べ く検討した もの で あ る。

　実験 に用 い た模型船 は、全長 x 全幅 × 高 さ ；

3，500  × 1，200  × 250  、船体中央部 に 長 さ × 幅 一

1
，
000mm　×　600mmの ム ーン プール と呼 ばれ る作業水面

を設け た箱型台船で あ る。船尾 に 浮遊物 の 取入部 を

設け、水路部を経 て 水面 が ム
ー

ン プ
ー

ル に通 じる も

の で あ る。取入 部 と水路部 に は 浅水効果 を期待 し て

底板を設けた。波浪低減 の ため に 使用 した付加物 は 、

取入 部お よ び ム ーン プ
ー

ル 入 口 水面 下 の 傾斜板、

ム ー
ン プール の ス リ ッ トの あ る底板お よび傾斜板 で

あ る 。 取込ん だ油を回収す るた め に、ム
ー

ン プ
ー

ル

の 中心部に機械的な油回収装置を設置 した。縮尺 は

想定され る実機の Y20と した。実験 は 、当所 の 動揺

水槽 （清水）と （株）海洋開発技術研究所 の 水理実

験水槽 （浮遊油）で 行 っ た。清水中 の 実験 で は、付

加物 の 波浪低減効果を詳 しく調 ぺ た 。 また 浮遊油を

用 い た実験で は、波浪低減効果 と油の 回収量 を 調 べ

た。波浪低減 の 効果 は 、ム
ー

ン プー
ル 中心部の 相対

水位の分散値を入射波 の分散値 で 無次元化 した値 で

評価 した。そ の 結果、稼働す る波長帯 に おける応答

は 、0．3 以 下 の 値 が 得 ら れ た。波浪中 で の 油 の 回収

効率は 、 波長が長い ほ ど、また相対水位 の 水面変動

が 小 さ い ほ ど良好な傾 向で あ る。
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